





























































































































19.荻野 敏,L9且亜矢,有 本啓恵,入 船 盛弘,大 川内
一郎 ,菊守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,
馬場 謙治 一般 開業医 にお ける小児 ア レルギー性鼻
炎の実態 と診 断における問題点 耳鼻2007年53
巻2号83-89頁
20.土 田敏恵,牧 本清 子,吉 田寿美子,大 迫 しのぶ,竹
末芳 生.高 齢 尿道 カテーテル 留置 患者 における臨
床症 状/兆 候 によ る細 菌 尿推 定 の試 み 環境 感 染
22(41,2007.
21.平 田真紀,内 田雅 子 看護大学生 の食習慣 と知識、
およ び健康 への関心の 関係 大 阪大 学看護学雑誌,
13(1):9-17,2007
22.遠藤淑美,吉 本照子,杉 田由加 里,坂 田三允,酒 井
郁子 悪性腫 瘍を合併 した統合 失調 症患者の看護援
助 に 関す る研 究 精 神 科看 護200734巻2号
42-48.
23.福録恵子,藤 田淳 子 円背 をもつ骨粗鬆症患者の睡
眠実態調査 日本看護学会論文 集:老 年看護2007
年37号236-238頁
24.吹 田鯉 亟,鈴 木純恵 クローン病者の食事 を通 じた
他者 との関わ りの体験,日 本難 病看護学会,12②,
1-8,2007
25,藤A,荻 野 敏,有 本啓 恵,入 船盛弘,岩 田
伸子,大 川 内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理,
玉城 晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏SF-8とJRQLQの相
関一 スギ花粉症を対象 に ア レルギー2007年56
号2巻109-117頁






2,篠 原 有美,遠 藤淑美 精神科病棟 にお ける居室性を
兼ね 備えた保護室 のメ リッ トとデ メ リッ トー看護師












酒井郁子,湯 浅美千代,末 永由理,遠 藤淑美,島 田















1.太 田英夫,永 野浩昭,梅 下浩司,若 狭研一,門 田守







種 依子,小 林和子,宮 崎絹子,有 馬美緒子,梅 下




伏見 了,中 田精三,宮 下義弘,梅 下浩司,有 馬美
緒子,高 階雅紀,野 口悟司、加藤貴充,川 囗弘之,
野口 亨,永 井元就 金属対応の電子タグを用いた
手術用コンテナー管理に関する実験的検討 手術医
学2007年28巻3号227-228頁
加藤貴充,中 田精三,梅 下浩司,野 口悟司,高 階雅








梅下浩司,中 田精三,野 口悟司,加 藤貴充,高 階雅











中田精三,梅 下浩司,松 永謙一,和 田明文,松 本謙
一,永井元就,村 上 元,高 階雅紀,加 藤貴充,有
馬美緒子,野 口悟司,伏 見 了 二次元シンボル に
よる貸出し器械の トレーサビリティ 医器学2007
年77巻10号104-105頁
伏見 了,宮 下義弘,藤 井一壽,梅 下浩司,中 田精
三,藤 澤俊,山 口範博,真 鍋美智子 包装内部用化
学的インジケータ挿入 ・固定済み滅菌バッグの有用
性について 医器学2007年77巻10号141-142頁
内遙挑 絵,山 田正己,清水潤三,宮 本敦史,梅 下浩










2.酒 井郁子,吉 本照子,杉 田由加里,吉 永勝訓,湯 浅




3.尾 崎麻也子,橋 本 満,山 中浩司,心 光世津子,工
藤直志,竹 内慶至 医療スタッフアンケー ト調査の
概要と報告 平成16年度～18年度科学研究費補助
金 基盤研究C研 究成果報告書 研究代表者 山
中浩司 「臨床文化の行方一医療の標準化と臨床文化
一」2007年3月15-80頁




告書 研究代表者 山中浩司 「臨床文化の行方一医
療の標準化と臨床文化一」2007年3月127-138頁
5.心 光世津子 看護記録 と電子カルテー看護部門にお
ける電子カルテ導入への期待と課題から見えてくる
もの一 平成16年 度～is年度科学研究費補助金
























荻野 敏 花粉症のガイ ドラインから見た薬物療法
アレルギー ・免疫2007年14巻3号324-328頁
榎本雅夫,硲 田猛真,荻 野 敏,井 手 武 花粉曝
露室を利用 した薬剤や機能性食品の評価の現状と将
来 臨床免疫 ・ア レルギー科2007年47巻4号452
-457頁
荻野 敏 ア レルギー性鼻炎における新 しい知見
鼻アレルギーフロンティア2007年7巻1号62-63
頁
和 田浩志,永 野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,野 田剛
広,小 林省吾,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,門
田守人 術前肝動脈塞栓術(TAE)外 科2007年
69巻5号497-503頁
永野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,小 林省




梅下浩司,堂 野恵三,関 本貢嗣,門 田守人 転移性
肝癌 外科治療2007年96巻増刊号566-570頁
永野浩昭,丸橋 繁,小林省吾,宮本敦史,武田 裕,










内田雅子 第2章 保健行動中範囲理論 病みの軌
跡理論 理論編 月刊ナーシング 増刊号2007年
27巻12号34-41頁
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 中医学とは何か
精神科看護34巻1号54-57
王霊芝,遠 藤淑美,大 野 ゆう子 体質を知ろ う
精神科看護34巻2号54-57
王霊芝,遠 藤淑美,大 野 ゆう子 精神変化と病気
精神科看護34巻3号54-57
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 中医学から見た統
合失調症 精神科看護34巻4号56-59
















王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 花粉症の見方およ
び治療と予防 精神科看護34巻6号58-61
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆ う子 便秘 につ いて
精神科看護34巻7号55-58
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 舌と病気 精神科
看護34巻8号56-59
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆ う子 不眠症の見方
精神科看護34巻9号56-59
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 冷え症 精神科看
護200734巻10号57-61
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 秋の養生 精神科
看護200734巻11号61-64
王霊芝,遠 藤淑美,大 野ゆう子 中医学の現状 とア
メリカにおける発展 精神科看護200734巻12
号58-61
遠藤淑美 看護師として育つ ・育てる 教えること
の限界を超えるために 精神科看護200734巻4
号12爿6.
吹田廬耶,鈴 木純恵 クローン病者のQOL研 究の
現況,日 本看護研究学会,30(5),77-82,2007
藤差⊇迦 ざ,荻 野 敏 アレルギー性鼻炎の増悪因
子 アレルギーの臨床2007年27巻594-598頁
6.その他
1.鈴 木純恵"教 え る力"を 身につける院 内研修の




1.梅 下浩司,門田守人'肝 移植 跡見 裕,炭山嘉伸,
門田守人編 消化器外科学レビュ‐zoo?一最新主要
文献と解説一2007年85-90頁総合医学社


































黒田裕子,中 木高夫,小 田正枝,逸 見功監訳 バー
ンズ&グ ローブ 看護研究入門一実施 ・評価 ・活用
一2007年226-247頁エルゼ ビア ・ジャパン
遠藤淑美 自己概念反応と解離性障害 看護学名著
シリーズ 精神科看護原理と実践 原著第8版 安
保寛明,宮本有紀監訳2007年416-455エルゼ ピ
ア ・ジヤパン
遠藤淑美 学習障害 小児看護ハン ドブック 病態
生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳2007
63-68医学書院
遠藤淑美 自殺 小児看護ハン ドブック 病態生理
と看 護診 断 石 黒 彩子 山 田知 子監 訳2007
216-221医学書院
遠藤淑美 神経性大食症 小児看護ハン ドブック
病態生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳2007
243-248医学書院
遠藤淑美 神経性無食欲症 小児看護ハン ドブック
病 態生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監 訳
2007249-256医学書院
遠藤淑美 精神遅滞 小児看護ハンドブック 病態
生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳2007
307-321医学書院
遠藤淑美 注意欠陥/多動性障害 小児看護ハ ン ド
ブック 病態生理と看護診断 石黒彩子 山田知子
監訳2007393-399医学書院
遠藤淑美 心理社会的な介入 小児看護ハンドブッ
ク 病態生理 と看護診断 石黒彩子 山田知子監訳
2007768-771医学書院
遠藤淑美 ペプロウの看護理論 「応用編」 新訂版
超入門事例でまなぶ看護理論 竹尾恵子監修2007
83-94学研
小林珠実 がん看護コアカ リキュラム 第V部 オン
コロジーエマージェンシー19.構造的要因による






蠶 三博±堂生 工線三修土堂生 点線三学部生
大阪大学看護学雑誌Vo1.14No.1(2008)
3.教科書
1.藤 崎 郁IIリ エゾン精神看護:3.自己コン トロー
ル を高め るための ケア 「2.ボデ ィイメ ージ」
萱 間 真 美編 精 神 看 護 実 習ガ イ ド2007年
273-275頁照林社
2.遠 藤淑美 チームにおける自己活用 天賀谷 隆,
遠藤淑美,末 安民生,永 井優子,吉 浜文洋編 実践
精神科看護テキス ト2対 人関係・グループアプロー
チ200733-62精神看護出版
3.遠 藤淑美 うつ病看護の現状と課題 天賀谷 隆,










2.荻 野 敏 招聘講演 「スギ花粉症の薬物治療一患者
はどのような治療を望むか」 郡山耳鼻科勉強会学
術講演会2007年1月,郡 山市
3.荻 野 敏 招聘講演 「患者の立場から見たア レルギ
ー性鼻炎治療戦略」 第5回 北摂地区開業医臨床研
究会 《耳鼻咽喉科》2007年2月,大 阪市
4.荻 野 敏 招聘講演 「花粉症の診断と治療」 いわ
き市医師会学術講演会2007年2月,い わき市








7.荻 野 敏 招聘講演 「花粉症(ア レルギー性鼻炎)
治療ポイント」 第13回 「アレルギー週間」市民公
開講座2007年2月,大 阪市
8.荻 野 敏 招聘講演 「スギ花粉症の最新治療一患者
の立場 に立 って」 アレルギー研修会2006長野
2007年3月,長野市



















荻野 敏 招聘講演 「アレルギー性鼻炎の治療」中
部地区耳鼻咽喉科学術座談会2007年11月,那覇市
荻野 敏 招聘講演 「ア レルギー性鼻炎治療の最近
の動向」 第2回 最新薬物療法講座(大 阪医薬品協
会)2007年11月,大阪市
荻野 敏 招聘講演 「アンケー ト調査から考える患
者の望む花粉症治療とは何か」 花粉症に関するメ
ディアセミナー2007年11月,東京都












知の活用と伝承 第12回 日本糖尿病教育 ・看護学会
学術集会2007年9月,千 葉
鈴木純恵 招聘講演 摂食 ・嚥下障害看護一臨床に
お ける教育 ・指 導一 愛知県立看護協会認定部
2007年11月,愛知
鈴木純恵 招聘講演 教育実践論 日本精神科看護
協会研修2007年7月
鈴木純恵 招聘講演 教育評価の意義と方法 日本
精神看護協会研修2007年7月
藤崎 郁 レクチャー 看護診断のプロセスーその
実際と臨床的意義について 第13回日本看護診断学
会2007年6月,大 阪市











遠藤淑美 招聘講演 看護研究入門 ハー トランド
しぎさん看護研修会2007年5月,奈 良
遠藤淑美 招聘講演 チームの中の自己活用 エキ
太文字=教 員
45一

















































































































































1.荻 野 敏 後 発 医 薬 品(抗 ヒ ス タ ミ ン 薬)に 変 更 し
た こ と に よ り全 身 倦 怠 感 の 出 現 を み た ア レ ル ギ ー 性
鼻 炎 症 例 第25回 日 本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー 学
会2007年3月,甲 府 市
2.荻 野 敏 後 発 医 薬 品(抗 ヒ ス タ ミ ン 薬)に 変 更 し
た こ と に よ り全 身 倦 怠 感 の 出 現 を み た ア レル ギ ー 性
鼻 炎 症 例 第57回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 秋 季 学 術 大 会
2007年11月,横 浜 市
3,長 野 拓 三,荻 野 敏,重 山 優 壬 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎
患 者 の ス キ ン ケ ア の 実 態 調 査 第57回 日 本 ア レ ル ギ
ー 学 会 秋 季 学 術 大 会2007年11月 ,横 浜 市
4.永 野 浩 昭,宮 本 敦 史,丸 橋 繁,武 田 裕,小 林 省
吾,梅 下 浩 司,堂 野 恵 三,左 近 賢 人,門 田 守 人
進 行 肝 細 胞 癌 に 対 す るlFN併 用 化 学 療 法 の 有 効 性 に
関 す る 臨 床 的 ・基 礎 的 検 討 第40回 制 癌 剤 適 応 研 究
会2007年2月,横 浜 市




















中平 伸、中森正二,杉 本圭司,冨 田尚裕,高 塚雄
一,辻江正徳 岡見次郎,竹政伊知朗,丸橋 繁,宮




永野浩昭,丸 橋 繁,宮 本敦史,濱 直樹,浅 岡忠




野田剛広,永 野浩昭,加 藤仁,山 本浩文,杉 田ゆ り
か,DamdinsurenBazarragchaa,和田浩志,丸橋 繁,





濱 直樹,盧 震輝,後藤邦仁,堂野恵三,丸橋 鑾,
梅下浩司,永野浩昭,武 田 裕 宮本敦史,浅 岡忠




丸橋 繁,堂 野恵三,永 野浩昭,浅 岡忠史,濱 直




宮本敦史,堂 野恵三,濱 直樹,野 田剛広,丸 橋繁,




















野田剛広,永 野浩昭,宮 本敦史,村 上昌裕,和 田浩
志,小 林省吾,丸 橋 繁,武 田 裕,梅 下浩司,




橘高信義,竹 政伊知朗,武 田 裕,吉 岡慎一,和 田





永野浩昭,吉 岡慎一,竹 政伊知朗,和 田浩志,野 田
剛広,小 林省吾,丸 橋 繁,宮 本敦史,武 田 裕,





宮本敦史,武 田 裕,梅 下浩司,堂 野恵三,中 村仁
信,若 狭研一,門 田守人 肝細胞癌腹膜播種に対す
る切除症例の臨床病理学的因子に関する検討 第43
回日本肝臓学会総会2007年5-6月,東京都
和田浩志,永 野浩昭,山 本浩文,中 村将人,野 田剛





小林省吾,浅 岡忠史,堂 野恵三,濱 直樹,野 田剛
広,小 林省吾,丸 橋 繁,李 千萬,宮 本敦史,




武田 裕,中 森正二,橘 高信義,堂 野恵三,宮 本敦
史,小 林省吾,丸 橋 繁,李 千萬,武 田 裕,種
村匡弘,永 野浩昭,北 川 透,梅 下浩司,門 田守人
局所進行切除不能膵癌患者におけるGemcitabineと
加速多分割照射法を用 いた同時放射線化学療法第











永野浩昭,宮 本敦史,丸 橋 繁,武 田 裕,小 林省
吾,種 村匡弘,李 千萬,北 川 透,梅 下浩司,堂
野恵三,門 田守人 肝右葉切除術 ・手技習得のため
の要点 第19回日本肝胆膵外科学会2007年6月,
横浜市
野田剛広,永 野浩昭,村 上昌裕,和 田博志,小 林省
吾,丸 橋繁,宮 本敦史,武 田裕,梅 下浩司,堂 野恵
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第19回日本肝胆膵外科学会2007年6月,横 浜市
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唖 耶,鈴 木純恵 クローン病者の食事を通 じた
他者との関わ りの体験,日 本難病看護学会,12ω,
80,2007年
盥 香,鈴 木純恵Mishelの枠組みを用いた 「不
確かさ」の看護研究の分析、日本難病看護学会12q},
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焦点化 した看護介入の開発 とその評価 藤崎 郁
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患者のQOLを 高める看護援助 酒井郁子(代 表),









子,山 田京子,科 学研究費補助金,基 盤研究(C),
2006-2007年
飲酒運転抑止における看護師の寄与に関する研究
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2. 石井京子,藤 原千惠子,河 上聟晝,西a:・.,新















永井利三郎,阿 曽洋子,荒 木田美香子,伊 藤美樹
子,大 塚敏子,奥 野裕王,遠 藤淑美,酒 井佐枝子,
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2006:144-146,2007




高橋清子,永 井利三郎,稲 田 浩,塩 見正司,高
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イリスク妊婦のスク リーニング 日本助産学会 日
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9.酒 井佐枝子,加 藤 寛 対人関係の持ち方および育
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3.永 井利三郎 発達障害の理解と対応 日本教育新聞
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6.沖 永剛志,神 尾範子,新 谷 研,星 野奈津子,富 永
康仁,下 野九里子,大 薗恵一,永 井利三郎 幼児期
発症の軸索型ギランバ レー症候群の長期予後 第49
回日本小児神経学会総会2007/6/1,大阪






















12.青天 目 信,平 井聡里,荒 井 洋,下 野九里子,沖 永































高田一美,石 見和世,文 字智子,高 城美圭,高 城
智圭,河上 聟査,藤 原千惠子 看護師による子ど
もへの病気説明の実践状況,第38回日本看護学会
抄録集 一小児看護一(つくば市),148,2007年
高城美圭,高 城智圭,文 字智子,高 田一美,石 見和
世,河 上智養,藤 原千恵子 属性別に見た看護師の
子どもへの病気説明の認識と実践 日本小児看護学
会第17回学術集会2007年7月,松 本
酒井佐枝子,加 藤 寛 養育者の自己効力感と虐待
傾向との関連 日本 トラウマティック ・ス トレス学
会第6回 大会2007年3月,東 京











イ リスク妊婦 のス ク リーニ ング 日本助 産学会
2007年3月,別府

























池坦友美,永 井利三郎,毛 利育子,加 藤久美,谷 池
雅子 重症心身障害児の睡眠障害 と介護負担感に関











診を通 じて 第60回 日本小児保健学2007/9/1,
群馬
藤原彩王,永 井利三郎,井 上安奈,新 田幸代 小学
生のインフルエンザに対するインフルエンザワクチ
ンの効果 第54回日本小児保健学会2007/9/1,群馬













北尾美香,河 上聟査,藤 原千恵子 小児看護学実
習が育児体験ス トレス に与える影響の主観 的 ・客
観的判定,第38回日本看護学会抄録集一小児看護
一{つくば市1,114,2007.
岩本桜利 子,永 井利三郎A市 の保育所に通 う障害
児の通園状況に関する保護者へのアンケー ト調査
題56回日本小児保健学会2007/9/1,群馬


















壇 山結花,中 嶋有加里,山 口雅子,大 橋一友 医






1.平 成19年度科学研究費補助金 基盤研究B妊 娠中
から産褥期の母親の生活 リズム等が母子の健康に及
ぼす影響に関する研究 島田三恵子(代 表)鮫 島
道和,保 智己,新 田紀枝,大 橋一友


















6.平 成19年度科学研究費補助金(基 盤研究C)妊婦 と
胎児の命を守る自動車利用教育プログラム作成に向





















































































6.井 上 智 子,坂 藤 昌 子,東 村 昌 代,福 岡 富 子,阿 曽 洋
子,葉 山 有 香 特 定 機 能 病 院 に お け る 在 宅 療 養 支 援
病 院66(3〕:235-239,2007
7.大 野 ゆ う 子,清 水 佐 知 子,笠 原 聡 壬 中 医 学 の 保 健
看 護 領 域 学 部 教 育 に及 び 大 学 院 教 育 へ の 導 入 の 試 み,
大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌,13{1):19-24,2007
8.大 野 ゆ う 子,清 水 佐 知 子 病 棟 で の 個 体 情 報 管 理 と
lCタグ,情 報 処 理,48〔4):344-348,2007
9.湘 泉 京 子,阿 曽 洋 子,山0,福 島 俊 也 「軽 度
要 介 護 認 定 」 高 齢 者 の う つ に 関 連 す る 要 因 老 年 社
会 科 学28〔4):476～486,2007
1α 三 上 洋,森 雅 樹 片 山 裕 子 西 山 円 プ ラ ン
ル カ ス トDS10%「ア メ ル 」 の 生 物 学 的 同 等 性 試 験,
新 薬 と 臨 床56(9):1524-1534,2007
11.三 上 洋,片 山 裕 子,西 山 円 リ ス ペ リ ド ン 錠lmg
「ア メ ル 」 お よ び リス ペ リ ドン 細 粒1%「 ア メ ル 」 の
生 物 学 的 同 等 性 試 験.新 薬 と 臨 床56(7):986-1005,
2007
12.三 上 洋,石 川 研 介,辻 文 人,吉 岡 隆 之,山 本 章
小 腸 コ レ ス テ ロ ー ル トラ ン ス ポ ー タ ー 阻 害 剤
Ezetimibeとピ タ バ ス タ チ ン と の 薬 物 相 互 作 用 検 討































杉浦圭子,伊 藤美樹子,三 上 洋 家族介護者にお
ける在宅認知症高齢者の問題行動由来の介護負担の
特性 日本老年医学会雑誌44(6}:717-725,2007
埜真由美,荒 木田美香子,大 橋一友 知的障害を持
つ成人男性の性ニーズと性知識に関する調査 発達
障害研究(inpress)
蹴 阿曽洋子,横 田愛子,濱 元佳江,伊 部






の起き上が り動作時の沈み込み,筋 活動量,動 きや
すさの観点から 一 日本褥瘡学会誌9(1};81-86,
2007
岡遡,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あ2王,削 ⊥
墓,高 田幸恵,前 田知穂 体圧分散マッ トレスの安
楽性と安全性の評価 一寝心地と端坐位保持中の身体
安定性 一 看護人間工学研究誌7:29-35,2007





































6.葉 山 有 香,根 来 佐 由 美,和 田 恵 美 子,坂 本 雅 代,
井 上 智 子 季 節 の 違 い に よ る 成 人 女 性 の 皮 膚 角 層 水
分 量 の 変 化 と 保 湿 ケ ア の 必 要 性 日 本 看 護 研 究 学 会
雑 誌,30(3),206,2007年
7.岸 井 さ や か,伊 吹 美 保,葉 山 有 香,根 来 佐 由 美,
井 上 智 子 石 鹸 清 拭 に よ り 生 じ る 皮 膚 の 乾 燥 度 の 違
い と 生 活 習 慣 と の 関 係 第38回 日 本 看 護 学 会 抄 録
集(看 護 総 合),7,299,2007年
&伊 吹 美 保,岸 井 さ や か,葉 山 有 香,根 来 佐 由 美,
井 上 智 子 石 鹸 清 拭 後 の 保 湿 剤 の 効 果 的 な 方 法 の 一
考 察 一皮 表 角 層 水 分 量 を 指 標 と し て 一 第38回 日
本 看 護 学 会 抄 録 集(看 護 総 合),7,30U,2007年
9.根 来 佐 由 美,葉 山 有 香,和 田 恵 美 子,坂 本 雅 代,
井 上 智 子 運 動 後 の シ ャ ワ ー の 使 用 と 水 泳 が 皮 膚PH
へ 及 ぼ す 影 響 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌,30(3),206,
2007年
10.文 鐘 聲,三 上 洋,和 田 泰 三,石 根 昌 幸,奥 宮 清
人,松 林 公 蔵.在 日 コ リア ン ・日 本 人 ・韓 国 在 住 韓
国 人 高 齢 者 に お け るCGAに よ る 比 較 研 究.日 本 老 年





























山北順子,九 津見雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,






小塩篤史,清 水佐知子,長 谷川敏彦 病院顧客満足
度調査研究3年 間の総括,日 本医療マネジメン ト学
会雑誌,8〔11:259,2007年
清水佐知子,長 谷川敏彦 臨床指標ベンチマーク手




発 と応用,日 本 医療 マネ ジメ ン ト学 会 雑誌,
8{1}:259,2007年
杉田塩,清 水佐知子,長 谷川敏彦 医療連携施設満
足度調査の開発,日 本医療マネジメン ト学会雑誌,
8(1}:258,2007年








矢山 壮,前 田冴子,谷 川 緑,査馬志湟壬,三 上
洋,嶺岸秀子,田中彰子,千崎美登子,大石八重子,
荻原修代 病院看護師による禁煙支援に関連する要




























嶺岸秀子,千 崎美登子,松 原康美,田 中彰子,稲 吉
















上旦端奈∠も 大野ゆ う子,攤,早 田み ど り
Period法による長崎県がん登録資料を用いた5年 有
病数推計,日本公衆衛生雑誌,54,240,2007年
















立浩祥,杉 田義郎,菊 池大晴,熊 ノ郷卓之,石 井康




虫谷躄,山 北順子,杉浦圭子,九 津見雅美,伊 藤













1.阿 曽洋子,井 上多鶴子,塚 田邦夫,矢 口美恵子,










三上 洋,伊 藤美樹子,杉 浦圭子,山 北順子,虫 谷
安麦 東大阪市居宅介護サービスの利用に関するア
ンケー ト調査報告書 平成19年3月











吉田勝美,荒 木田美香子,津 下一代他 平成19年
地域 ・職域連携推進事業ガイ ドライン検討会報告書
厚生労働省
宜嶋正壬,阿 曽洋子,井 上多鶴子,塚 田邦夫,矢 口
美恵子,伊 藤美智子,岡 本泰岳,真 田弘美,竹 田和












荒木田美香子,伊 藤美樹子,屋ノD由 紐,藤 原千















5.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一平成18年度2年 後の
要介護度調査の概要一50頁2007
6.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一池田市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
7.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一泉佐野市における平成
18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
&和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一茨木市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
9.和 泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一大阪狭山市における平
成18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
10.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一貝塚市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
11,和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一門真市 における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
12.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一河南市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
13.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一河内長野市における平
成18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
14.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一泉南市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
15.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」 認定者への調査報告書一太子町における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁200ア
16.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一高石市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
17.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一田尻町における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
18.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一千早赤阪村における平
成18年度2年後の要介護度調査の概要一50頁2007
19.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一豊中市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
20.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一豊能町における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
21.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一羽曳野市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
22.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一阪南市における平成
18年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
23.和泉京子,阿 曽洋子 要介護認定 「要支援」・「要介
護1」認定者への調査報告書一岬市における平成18
年度2年 後の要介護度調査の概要一50頁2007
















27.a:査 奈,大 野ゆ う子,伊 藤ゆ彑,清 水佐知子,旦
端奈 彑,越 野△重美 小児 がん医療 需給 の地域 公平
性 に関す る研 究,統 計 数理研 究所共同研 究 リポー ト
202:21-34,2007
28,志岐直美,大 野ゆ う子,攤L,坦 端 奈彑,宣 島
去資,清 水佐知子 子 宮が ん治療 における患者 一受
診医療施設及 び提供 医療 レベル の地域 間検討,統 計
数理研究所共 同研 究 リポー ト202:35-50,2007
5.解説 ・総説
1.阿 曽洋 子,矢 野 祐 美 子,宜 蝗 正王,石 渥 美 畳 呈
褥瘡予防 の看護研 究 医学書 院40(6):7-18,2007
2.三 上 洋 【医薬 品副作用学】 副作用総論 特殊例
へ の対応 高齢者 日本 臨牀65(増刊8):42-47,
2007
3.三 上 洋 肥 満 高血 圧 と交感 神経 血圧14(6):
590-591,2007
4.三 上 洋 睡 眠 時 血 圧 とQOL血 圧14〔6}:
596-597,2007
5.三 上 洋 労 働ス トレス と高 血圧 血圧14(7):
684-685,2007
6.三 上 洋 コエ ンザ イ ムQ10の 降 圧 効果 血 圧
14(8):760-761,2007
7.早 川和生 予防看護学研究の現在;北 欧 にお ける進
展 を例 に、看護研究、40(6):3-6,2007.
8.早 川和 生,菊 池 宏幸,屋 ∠丑 美血 紀,林 知里,
西原 玲子 双子老人2,500組の追跡健康調査か らみ
た知的能 力の老化 に関与する ライ フス タイル要因の
研 究、大 和証券ヘルス財団研究助成 報告書第30集 、
106-115,2007.
9.早 川和生 予防看 護学の進 展、看護研究 、40{6〕:2,
2007
10.荒木 田美香子,森 毋理江,奥 山絢子,太 堊里香,笠
」彑_恵 特定保健指 導の質 の評価方法 に関す る提案.
月刊地域保健.38(12)〔inpress),2007
11.荒木 田美香 子,森 且 理.江,太盥 標 準 的な健
診 ・保健 指導 プログ ラムをど う生かす 一大切な のは
エ ビデ ンスの蓄積.月 刊地域保健.38(6}:36-43,
2007
12,永井利三郎,荒 木田美香子,伊 藤 美樹 子 他 子 ども
の こ ころ のひずみ の科学 的分析 子 ど もの心 の発達
に支援で きる人材育成 をめ ざす新 しい学部教育の試
み.脳21.10(23}:237-43,2007
13.荒木 田美 香子,永 井 利三郎,奥 野裕王,遠 藤淑美,
酒井佐 枝子 欧米 の軽度発達障 害児支援視察 リポ ー
ト1.健 康な こども.419,4-5,2007
14.荒木 田美 香子,永 井利 三郎,奥 野 裕王,遠 藤 淑美,
酒井 佐枝子 欧米の軽度 発達障害児支援視察 リポー
トll.健 康な こども.420,4-5,2007
15.荒木 田美香 子,永 井利三 郎,奥 野裕 王,遠 藤 淑美,
酒井佐枝 子 欧米の軽度発達 障害児支援視察 リポー
トm.健 康な こども.421,4-5.2007
16.荒木 田美香 子,永 井利三郎,奥 野 裕王,遠 藤淑 美,
酒井佐枝 子 欧米の軽度発達 障害 児支援視察 リポー
トIV.健 康な こども.422.4-5.2007
17.荒木 田美香 子,永 井 利三郎,奥 野盗 王,遠 藤淑 美,
酒井佐枝 子 欧米の軽度発達障害児支 援視察 リポ ー
トV.健 康な こども.423.4-5.2007
6.その他
1.早 川和生 テ レビ出演:NHK教 育テ レビ 「サイエ





早川和生 テ レビ出演:モ バ イルNHK,「 ふた ご研
究」2007
荒木 田美香子 月刊地域保健.Webサ イ トコラム
「保健 師の ビタミン」連載 産業保健の世界.2007
年11月14日 ～2008年1月23日
http://www.chiikihoken.net/
矢野祐 美子 編入学合格 を 目指 して 全国助産 師 ・





2.荒 木田美香子(共著),星 旦二監修 保健師国家試
験問題2008年メディカ出版2007
3.荒 木田美香子(共 著),星 旦二監修2008年保健
師国家試験予想問題集 メディカ出版2007




1.早 川和生 第13章 ・論文構成とまとめ方in小 笠
原知枝,松 木光子編 これからの看護研究 基礎と
応用 ヌーヴェル ヒロカワ2007
z.早 川和生 「脱毛」・「白髪化」 一卵性双生児にみ
られる変化inrい のち ・ひと ・夢;み んなで考え
る医学と医療」Newton社2007
3.金 川克子,早 川和生監訳 コミュニティー ・アズ ・
パー トナー:地域看護学の理論と実際(第2版)医
学書院2007
4.荒 木田美香子 性教育,初 経,二次性徴 性感染症,






1.荒 木田美香子 学校保健/看 護 産業保健/看 護












シンポジウム:ヘ ル シースクール ー世界の潮流 一
座長2007年9月,市 川市
宮嶋正子,阿 曽洋子,井 上多鶴子,塚 田邦夫,矢 口
美恵子,伊 藤美智子,岡 本泰岳,真 田弘美,竹 田和
































































































































2.国 内 学 会
1.和 泉 京 子,阿 曽 洋 子 「介 護 保 険 に お け る 「軽 度 認
定 者 」 の1年 後 の 要 介 護 度 別 に み た 重 度 化 の 要 因 」
第66回 日本 公 衆 衛 生 学 会 総 会2007年10月,愛 媛
2.文 鐘 聲,三 上 洋,和 田 泰 三,石 根 昌 幸,奥 宮 清
人,松 林 公 蔵 在 日 コ リ ア ン ・ 日本 人 ・韓 国 在 住 韓
国 人 高 齢 者 に お け るCGAに よ る 比 較 研 究.第49回
日 本 老 年 医 学 会 学 術 集 会2007年6月,札 幌 市
3,松 田 葉 子,三 上 洋,服 部 律 子,林 知 里,早 川 和
生ITPA(lllinoisτestofPsycholinguistic
Abilities}を用 い た 双 生 児 乳 幼 児 に お け る 聴 力 言
語 理 解 能 力 の 総 合 的 評 価 、 第1回 日 本 乳 幼 児 保 健 学
会2007年,東 京















林 知里,早 川和生,屋 ∠丑差 由紀,前 田知穂,
西原玲子,小 林葉子,天 羽幸子 ツインランゲージ
と双生児の親密性、社会適応の関係、第21回日本双
生児研究学会2007年,和光市
菊池宏幸,加 藤憲司,早 川和生,屋 ∠繼 缸紀,




早川和生,横 山美江,加 藤則子 多胎児を産み育て
る家庭への保健サービスを考える、第66回日本公衆
衛生学会2007年,松山市
早川和生 いのち ・ひと ・夢:一 卵性双生児に見ら
れる変化,第27回 日本医学会総会,展 示,2007
荒 木 田 美 香 子,嶇 塞一SPS(Stanford
PresenteeismScale)日本語版の信頼性と妥当性の
検討 第2報 一8事業所の結果の概要一 第80回日
本産業衛生学会2007年5月,大 阪市








杉浦 圭子,伊 藤美樹 子,九 津見雅 美,三 上 洋
介護保険利用下の介護者における就労継続に関わる
要因の縦断的検討 第66回 日本公衆衛 生学会
2007年10月,松山市




溝田友里,九 津美雅美,山 崎喜比古,伊 藤美樹子,
井上洋士,清 水由香,若 林チヒロ,濱松渓子,望 月




九津見雅美,溝 田友里,山 崎喜比古,望 月美栄子,









16.山崎喜比古,溝 田友里,九 津見雅美,井 上洋士,
関由起子,戸 ヶ里泰典,望 月美栄子,伊 藤美樹子,
清水由香,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤智巳,藤原良
次 薬害 田v感染生存患者の最近7年 間の健康と生
活の変化及び主観的健康面の変化の関連要因.第66
回日本公衆衛生学会2007年10月,松山市
17,井上洋士,山 崎喜比古,溝 田友里,清 水 由香,
伊藤美樹子,関 由起子,若 林チヒロ,戸 ヶ里泰典,





18.山崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,清 水由香,伊 藤
美樹子,関 由起子,若 林チ ヒロ,戸 ケ里泰典,横 山




19.清水由香,井 上洋士,溝 田友里,山 崎喜比古,関 由
起子,若 林チヒロ,八巻知香子,伊 藤美樹子,大 平









ーメン ト体験の分析 第11回 日本看護管理学会年
次大会2007年8月,高 知市





故 ・紛争 対応研究会 第二回年 次カ ンファ レンス
2007年12月,東京都






































32.嶺岸秀子,千 崎美登子,松 原 康美,田 中彰子,



























38,腫 阿曽洋子,伊 部亜希,徳 重,y,
置塑ゆ豈,丞 杢L静 腸蠕動か らみたシムス位ポジ
ショニングによる自然排便への可能性の検証 第27
回日本看護科学学会学術集会2007年12月,東京
39.徳重あ⊇王,阿 曽洋子,伊 部亜希,岡 塾ゆ豈,苴 山




















44.浅見恵梨壬,井 上京子,末 原則幸,早 川和生 母乳
哺育に成功した双生児の授乳状況に関する症例報告
第21回日本双生児研究学会2007年,和光市




























虫 谷盤,山 北順子,杉 浦圭子,九 津見雅美,伊 藤


























り方に関する研究 大野ゆう子 平成19年 度厚生
労働科学研究費補助金がん臨床研究事業,2007年
2.医 療サプライチェーンとしての大学附属病院の運営






3.仰 臥位か ら座位への姿勢変化がもた らす脳活動から
みた看護援助の検証 阿曽洋子(代表),矢野祐美子,
新田紀枝,細 見明代,和 泉京子,山 本美輪,伊 部亜
希,科 学研究費補助金 基盤研究C2007年
4.褥 瘡発生に関わる実証的研究 阿曽洋子(研 究 リー
ダー),羽賀知行,伊部亜希,宜嶋正 壬,石澤美保王,

































12.荒木田美香子(共 同研究)麻 原きよみ(代 表).
保健師基礎教育における技術項 目と卒業時の到達目




























糀 桂子,田 墨惠子,松 村奈津子,近 藤礎,水 木満
佐央 インフユーザーポンプを使用した在宅肝動注
化学療法インシデント・サーベイランス 癌と化学










置 ・ケア 消毒 ・滅菌 ・清掃の具体策 エキスパ
ー トナース2007年10月号 照林社





受けた一臨床看護局の取 り組み 一 学校保健研修
第49巻第1号25-32頁
前田正美 特集 「職務の継続意欲を高める支援」ス
タ ッフが看護のや りがいを感 じるために」 看護
2007年6月号 日本看護協会出版会














































田墨惠子 食欲不振 ・味覚障害 濱口恵子,本 山清
美編 がん化学療法ケアガイ ド 中山書店2007年
89-96頁
田墨惠子 末梢神経障害 濱口恵子,本 山清美編





田墨惠子 通院治療を必要 とする患者へのサポー ト
化学療法 ・放射線療法の併用 濱口恵子,小 迫冨美
恵 他編 がん患者の在宅療養サポー トブック 日
本看護協会出版会2007年253-260頁
田墨惠子,近 藤礎監修 皮下埋込型ポー トの管理を
行う患者様へ(DVD)メディオバンク2007年
藤原優子 検査を活か した療養指導:合 併症がある
患者さん、糖尿病ケア、Vol.4、Nol、p24-29、2007.
牧野信裕,嶋 田成美,有 馬美緒子 眼科手術看護マ
ニュアル オペナーシング2007年秋季増刊 メデ
ィカ出版






床倫 理 ノー ト 家族 の反 対によ り侵襲的治療を施行
しな か った重症 くも膜 下出血の1例Vol.31No.9
P1107-11102007年9月救急 医学 へるす 出版
24.京力深穂,田 中裕,小 川尚子,松 嶋麻子,霜 田求 臨
床倫 理ノー ト3侵 襲 的治療 を断念 しQOLの 保持
を選択 した ガ ス壊疽 を併 発 した 末期癌 患者 の症 例
Vol.31No.11P1553-15592007年10月救急医
学 へるす出版
25.小川 尚子,田 中裕,京 力深穂,松 嶋麻子,霜 田求,
臨床倫 理 ノー ト4股 関節 離断術の医学的適応が 問
わ れ た 殿 部 ガ ス 壊 疽 の 症 例Vol.31No.12
P1679-16822007年11月救急医学 へるす出版
26.後藤美紀,田 中裕,小 川 尚子,芝 原奈緒,京 力深穂,
松 嶋麻子,霜 田求 臨床倫 理ノー ト5宗 教上 の理
由で輸 血 を 拒否 した 重症 多発 外傷 の1例Vol.31
No.13P1791-17962007年12月救急医学 へ る
す 出版
27.島袋 正恵 エ キスパ ー トが解説 呼吸ケアスタ ッフ
トレーニ ング50問Vol.5No.11P57-612007
年11月 呼吸器ケア メデ ィカ出版
28.浦 出紗希,小 川尚子,高 井紀子,芝 原奈緒,後 藤美
紀,京 力深穂 救急領域 における末期癌症例の 臨床
倫理 の検 討 第96回 近畿救急医学会
3.学会 発 表
1.中 村 詠 美 卵 巣 癌 ・卵 管 癌 ・腹 膜 癌 に対 す る
Paclitaxel・Carboplatin併用療法 時における副作用







木下直美,原 田雅子,山 内真里,雲 山 由美子,影 山
典子,山 崎容子FAP療 法 を受ける食道癌患者 の
口内炎予防 一口腔 ケア指導統一 を試みて 一 第21回
日本がん看護学会学術集会
谷村 照美 腎移植後 にお ける個室 隔離 について 一他






井 囗和江,和 佐勝史,小 児 がん 患者 にお ける中心静
脈ルー ト管理の現状 と工夫 第29回近畿小児が ん研
究会
矢 田(橋 本)奈 美子,下 屋浩一 郎,東 田有加,河 村
有亜 、長 岡淳子,田 中春美 、今 田恭子,吉 岡キヨ子,




















田中敏子,橋 爪淳子,長 岡淳子,田 中春美 母児同
室中の褥婦に見られる乳頭 トラブルの実態 第47回
日本母性衛生学会学術集会
松崎宏志,瀬 尾恵子,早 川友理,加 藤有美,京 力深
穂,清 水健太郎,中 川雄公,田 崎修,杉 本壽 脊髄
損傷患者におけるNIPPVの効果に関する検討 第34
回日本集中治療医学会学術集会
鳥谷梨絵,太 田悦子,東 村昌代,鍋 谷佳子 当院に
おける形成外科SSIサー ベイランス 第22回日本環
境感染学会総会



















と導入後の評価 第2回 病院 ・在宅医療連絡会ジョ
イン トセミナー
東 田 有 加,田 中春 美 周 産 期DV(Domestic
Violence)スクリーニングに関する検討 第21回日
本助産学会学術集会
藤原優子,松 久宗英,片 上直人,藤 澤智巳,笠 山宗







阪上学,井 上隆弥,松 田陽一,安 部剛,岡 本禎晃,
水木満佐央 大学病院における緩和ケアチームの活

















松村奈津子,田 墨惠子,糀 桂子,近 藤礎,水 木満佐
央 外来での在宅 リザーバー自己管理指導の経験
第31回リザーバー研究会


































吉田暁子,小 巻正泰,鹿 島泰子 看護師の離職要因
の検討一職務満足度調査から一 第38回日本看護学
会一看護管理一









デン ト報告の分析 第6回 大阪看護教育管理学会
36.久保田香 松宮護郎 藤田知之 萩原邦子 加藤貴
充 関谷直純 福嶌教偉 澤 芳樹 心臓移植待機
中の埋込み型左室補助人工心臓装着患者における在
宅管理 第26回日本心臓移植研究会
37.久保田香 松宮護郎 藤田知之 萩原邦子 加藤貴
充 関谷直純 斎藤俊輔 福嶌教偉 澤 芳樹 心
臓移植待機中の埋込み型左室補助人工心臓装着患者
における在宅管理 第43回日本移植学会総会






































50.新開裕幸,京 力深穂,松 嶋麻子,池 側均 「救急外
来看護」 看護師医師合同カンファレンスの取 り組
み一ERMSを 用いた事例を通 して一 第10回日本
臨床救急医学会学術集会
51.後藤美紀,小 川尚子,芝 原奈緒,浦 出紗希,松 本直

















四網 婁土堂生 コヨ線三修土堂生 点線三学部生
大阪大学看護学雑誌Vo1.14No.1(2008)
保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
池本 円香 回復期 リハ ビリテーション病棟 における看護業務の実態調査一タイムスタデ ィを用いて一 鈴木教授
乾 つぶ ら 妊婦末期から産後4ヶ月の母親の睡眠の質及び睡眠覚醒リズム等の変化 島田教授
王 彩霊 中医学論理に基づく自己健康管理システムの構築 大野教授
太粟 里香 若手看護師のQuaIityofWorkingLife向上のた めの個人要因 と組織要 因の検討 荒木田教授
門田 憲亮 環境因子が関与する老化遺伝子発現のエピジェネテイクス研究 早川教授
川内 惠美子 二次医療機関の国公立病院で働く若手助産師 ・看護師の職務満足度の比較 大橋教授
木下 慈子 口腔ケア(スポンジマッサージ)が脳活動に及ぼす影響の検証一脳波の周波数解析から一 阿曽教授
高 亜罕 小児睡眠脳波解析におけるCAP法 とR&K法 の比較検討 大野教授
鈴木 幸子 妊娠先行結婚と母親の児への愛着形成 ・母親役割獲得 ・夫婦関係との関連 島田教授
重山 優子 芸術を通 した関わ りにおける他者理解の経験に関する研究一看護における患者理解の新たな視点一 荻野教授
朱 燦群 lCタグを用いたアルツハイマー病患者の徘徊行動の関連因子の研究 牧本教授
竹内 恵 労働者の健康状態とワーク ・ファミリー ・コンフリク トに影響する要因の検討 荒木田教授
田端 奈々 治癒モデルを用いたがん患者の要観察期間推計 大野教授
中谷 安寿 ホームヘルパーの仕事意欲測定尺度開発およびその関連要因の検討 三上教授
西田 真由子 尿道留置カテーテルのケアと継続教育のニーズ に関する全国質問紙調査 牧本教授
早瀬 麻子 妊娠末期から産後の母親の生活リズムが乳児の概日リズムに及ぼす影響 島田教授
春山 由美子 インフルエンザワクチン被接種者におけるワクチンの有効性に関する研究 荻野教授
深水 京子 保育所における保護者への保健情報の提供を推進するための要因の検討 荒木田教授
藤田 優一 小児看護を実践する看護師の属性および個人特性と職務ス トレスおよび離職願望との関連一病棟形態による分析と比較一 藤原教授
古島 大資 麻疹の流行時対策及び予防接種の小児麻疹流行抑制効果に関する研究一数理モデルによるシミュレーションー 大野教授
村上 亜弥 がんの生存解析 におけるマルコフモデルの適用 大野教授
山田 綾 発達障害児の学校生活適応のための親 と教師の関係と取 り組み一良好な関係にある親と教師のペア分析から一 三上教授
山邉 え り スギ花粉症患者のQOL調 査 一眼症状を中心に一 荻野教授
劉 筱丹 中国と日本における看護の専門職的自律性に関する比較研究 阿曽教授
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越 野 八重美 動作習熟過程の数量的検討 大野教授
吹 田 麻 耶 クローン病者の食生活体験に関する研究 鈴木教授
石 澤 美保子 仙骨部褥瘡周囲皮膚 における ドレッシング管理状況および創改善状態とバ リア機能との関連についての検証 阿曽教授
久我原 朋 子 つわりと妊婦の口腔衛生に関する研究 大橋教授
中 村 亜 紀 高齢者における要介護状態の変化とその要因に関する研究 大野教授
山 本 敬 子 末期がん患者の快適感を導く密封式足浴の有用性に関する研究一自律神経系および精神神経免疫活性からみた急性反応一 阿曽教授
野 村 美千江 アクシ ョンリサーチによる地域の初期認知症高齢者と家族介護者のエンパワメン ト 牧本教授
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